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東京大学木曽観測所では、シュミット望遠鏡用次期共同利用装置として、広視野カメラ (KWFC)の開発を行っ
ている。KWFCは 2k× 4kCCDを 8枚搭載し、現行の共同利用カメラ 2kCCDの視野 (50’× 50’) を大きく上回
る、2°× 2°の広視野を実現する。KWFCは 2011年度に公開を予定しており、現在、それに向けて開発を進め
ている。
KWFCのCCD読み出しシステムは、CCDデュワーに隣接して配置するアナログ処理部と、汎用 PCによるデ

ジタル処理部からなる。アナログ処理部は、16bitADC、低ノイズアンプ、FPGAからなり、コンパクトな構成と
なっている。デジタル処理部の入出力には、バスマスタDMA転送機能を持つ市販の PCI-Express バスボードを
採用し、汎用 LinuxOSからリアルタイムのクロック生成とデータ取得を行う。アナログ処理部とデジタル処理部
は LVDS通信で結ばれ、距離 10mを最大 20Mword/sec (入出力合計)で転送できる。
本システムは、SITe、MIT、e2V、浜松ホトニクスの各 CCDに対応しており、異なる複数の CCDにより構成

されるカメラを駆動することができる。また、機能をシンプルにし、主に汎用製品を用いることで、導入が容易
なシステム構成の実現に力を入れている。
本講演では、CCD読み出しシステムの概要と、性能評価の結果について述べる。


